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運営主体 集落活動センター梅の木運営協議会

構成集落 小山・梅ノ木・増原・葛山

人口・世帯数 66人・37世帯（R8.3.1時点）

地域の自慢

 昔から山菜類の採取が盛んで、特にイタドリ
は耕作放棄地を活用した新しい取組として、栽
培にも力を入れています。また、地元で採れた
新鮮な野菜や加工品がならぶ「鏡むらの店」に
は、地域内外からたくさんの人が訪れ、地域の
活性化につながっています。

○ 地域のこれから

○ 主な活動内容

〈農作物生産・販売〉
 共同草刈り等の実施により、集落
維持の活動を進めています。
 梅ノ木地区で栽培している農作物や
昔から採れる山菜を加工品にして
曜市や直販所で販売しています。
 みんなぁ食べてよ～！

〈地域内外交流〉
 県内大学生を受け入れて、地域内の
お祭り準備を手伝ってもらったり、
地域内外の方とピザ焼き体験を
行ったりするなど、積極的に交流の
場を設けています。

〈その他の活動〉
○生き生き100歳体操
○地区防災・減災の取組
（防災訓練、広報など）
○梅ちゃんカフェ
○八坂神社秋祭
○敬老会      等

○ 活動への思い

拠点施設
情報

集落活動センター梅の木
（高知市鏡梅ノ木1236番地1）
088-896-2001（高知市鏡地域振興課）

集落活動センター梅の木（高知市）

 集落活動センター梅の木では、「集い」「集落維持」「創る」「暮ら
し」の４つの柱を軸に各活動に取り組んでいます。
 地域内の農家等と連携した地域食材の加工・販売や、集会所を活用した
地域内外との交流事業など、住民が主体となり集落維持活動に取り組むと
ともに、集落活動センターを拠点にした新たな展開を模索していきます。

梅の木では、住民が生きがいを感じながら活動し地域
に賑わいや活気が生まれることを目標に、各部会で活
動しています。それぞれの活動を継続するとともに、
地域一人ひとりの生活を支える活動を今後も進めてい
きます。

（会長 生永 慎一）


